
震
災
が
れ
き
の
広
域
処
理
ス
タ
ー
ト

製
品
の
開
発
加
速
部
品
納
期
遅
延
な
ど
影
響
残
る石巻市の日和山公園から市内を望

む。スピードは遅いかもしれない
が確実に一歩ずつ復興が進む

《
企
画
制
作
》
日
刊
工
業
新
聞
社
東
京
支
社

マ
ツ
ザ
ワ
の
硬

度
計
の
生
産
現

場
も
活
気
づ
い

て
い
る

　　 ２０１１年 平成２３年 １１月３０日 水曜日 【広告特集】 （ ）

　
一
方
、
秋
田
市
に
拠
点
を

構
え
、
ビ
ッ
カ
ー
ス
や
ロ
ッ

ク
ウ
エ
ル
硬
度
計
を
主
力
と

す
る
完
成
品
メ
ー
カ
ー
、
マ

ツ
ザ
ワ

秋
田
市

秋
田
県

内
で
は
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
地
震
の
直
接
的
な
被
害
は

軽
微
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
同

社
で
は
一
部
の
材
料
や
部
品

の
入
荷
が
ほ
ぼ
１
週
間
に
わ

た
り
滞
っ
た
。
ま
た
、
物
流

の
混
乱
に
よ
り
出
荷
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
間
接
的
な
被

害
を
受
け
た
。　

幸
い
に
も
顧

客
企
業
の
被
災

に
よ
る
売
り
上

げ
減
少
を
最
小

限
に
抑
え
、

年
３
月
期
は
ほ

ぼ
計
画
通
り
の

業
績
を
達
成
。

だ
が
震
災
か
ら

８
カ
月
に
な
る
現
在
も
、

「
複
数
の
電
子
部
品
が
、
製

造
会
社
の
被
災
に
よ
り
納
期

が
延
び
延
び
に
な
っ
た
ま

ま
」

工
藤
康
夫
会
長

と
、
今
回
の
震
災
が
与
え
る

影
響
の
大
き
さ
と
根
深
さ
を

感
じ
て
い
る
。

　
マ
ツ
ザ
ワ
が
手
が
け
る
硬

度
計
は
、
国
内
で
は
同
社
を

含
め
主
力
４
社
が
競
い
、
市

場
で
は
自
動
計
測
機
能
を
備

え
た
硬
度
計
が
売
れ
筋
で
、

各
社
は
そ
の
開
発
に
し
の
ぎ

を
削
る
。
硬
度
計
は
加
圧
規

格
や
測
定
方
法
な
ど
認
証
機

関
に
よ
る
決
め
ご
と
が
多

く
、
独
創
的
な
設
計
や
技
術

の
導
入
が
困
難
。
そ
の
た
め

「
各
社
の
製
品
が
画
一
的
に

な
り
が
ち
で
、
他
社
と
の
差

別
化
が
難
し
い
。
ポ
イ
ン
ト

は
柔
軟
な
製
品
の
開
発
思
想

だ
」

同

と
、
独
自
の
発

想
や
工
夫
を
凝
ら
し
た
製
品

の
開
発
に
取
り
組
む
。

　
そ
の
柱
と
な
る
の
が
、
打

痕
の
自
動
焦
点
合
致
や
自
動

読
み
取
り
機
能
な
ど
、
画
像

処
理
ソ
フ
ト
の
開
発
。
価
格

や
品
質
面
で
の
妥
協
も
許
さ

れ
ず
、
「
こ
れ
ま
で
積
み
上

げ
て
来
た
経
験
や
技
術
を
さ

ら
に
進
化
さ
せ
、
測
定
時
間

の
短
縮
や
加
重
の
広
範
囲
化

を
目
指
し
て
い
る
」

同

。

工
藤
会
長
は
「
加
重
の
制
御

方
法
の
工
夫
な
ど
に
よ
り
、

従
来
品
の
半
額
程
度
で
の
販

売
を
目
指
す
。
将
来
は
生
産

ラ
イ
ン
で
の
連
続
測
定
が
可

能
な
非
接
触
の
超
音
波
硬
度

計
の
開
発
な
ど
も
手
が
け
た

い
」
と
し
、
多
様
化
す
る
市

場
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
応
え
る

製
品
開
発
を
推
進
し
て
い
く

方
針
だ
。

　

　
た
だ
、
こ
う
し
た
攻
め
の

経
営
を
打
ち
出
せ
る
地
場
企

業
が
す
べ
て
で
は
な
い
の
も

現
実
だ
。
資
金
繰
り
に
苦
慮

し
た
り
、
将
来
戦
略
を
打
ち

出
せ
な
い
企
業
も
あ
る
。
厳

し
い
現
実
を
物
語
る
の
が

が
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３

県
の
地
方
銀
行
、
第
二
地
銀

８
行
の
２
０
１
１
年
４
―
９

月
期
連
結
決
算
だ
。
当
期
損

益
で
純
損
益
で
は
仙
台
銀
行

が
創
業
以
来
最
大
の
赤
字
を

計
上
し
た
の
を
は
じ
め
、
４

行
が
減
益
を
強
い
ら
れ
た
。

　
各
行
が
震
災
の
影
響
を
踏

ま
え
取
引
先
の
経
営
状
況
を

見
直
し
た
結
果
、
貸
し
出
し

に
占
め
る
不
良
債
権
の
比
率

が
、
東
北
銀
行
を
除
き
、
軒

並
み
上
昇
し
た
の
が
要
因

だ
。
預
金
残
高
は
保
険
金
な

ど
の
支
払
い
で
増
え
る
一

方
、
貸
出
金
の
伸
び
は
小
さ

く
、
資
金
需
要
が
ま
だ
本
格

化
し
て
い
な
い
様
子
が
う
か

が
え
る
。

　
相
次
ぐ
イ
ン
フ
ラ
再
開
や

逆
境
下
で
も
果
敢
に
事
業
拡

大
に
挑
む
企
業
マ
イ
ン
ド

―
。
こ
れ
ら
に
支
え
ら
れ
被

災
地
の
経
済
復
興
が
着
実
に

進
む
半
面
、
復
興
の
足
か
せ

と
し
て
、
い
ま
だ
被
災
地
を

悩
ま
せ
る
の
が
、
震
災
で
発

生
し
た
大
量
の
が
れ
き
の
処

理
の
問
題
だ
。

都
が
受
け
入
れ

　
政
府
の
推
計
に
よ
る
と
、

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県

で
発
生
し
た
が
れ
き
は
２
２

４
７
万

と
推
計
さ
れ
る
。

地
元
で
の
処
理
は
到
底
不
可

能
。
全
国
の
自
治
体
の
支
援

が
不
可
欠
だ
。
広
域
処
理
の

先
陣
を
切
っ
て
、

月
か
ら

岩
手
県
宮
古
市
の
が
れ
き
受

け
入
れ
に
乗
り
出
し
た
の
が

東
京
都
。
宮
古
市
に
続
き

月
か
ら
は
宮
城
県
女
川
町
か

ら
も
受
け
入
れ
、
焼
却
処
理

す
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
広

域
処
理
の
取
り
組
み
は
、
他

の
自
治
体
に
広
が
ら
な
い
。

　
背
景
に
あ
る
の
は
震
災
が

れ
き
に
対
す
る
国
の
情
報
発

信
不
足
。
埼
玉
県
の
上
田
清

司
知
事
が
「
宮
古
市
の
が
れ

き
は

受
け
入
れ
可
能
な

一
般
廃
棄
物
な
の
に

原
発

事
故
で

放
射
性
物
質
を
含

ん
だ
が
れ
き
と
混
同
さ
れ
て

い
る
」
と
指
摘
す
る
よ
う

に
、
安
全
性
に
対
す
る
情
報

発
信
が
十
分
で
な
い
こ
と
が

地
域
住
民
の
不
安
を
か
き
立

て
て
い
る
。
都
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
、
福
島
県
の
災
害
廃

棄
物
は
「
国
が
処
理
す
る
方

針
で
、
受
け
入
れ
な
い
」
と

説
明
。
さ
ら
に
、
放
射
能
汚

染
に
対
す
る
都
民
の
不
安
を

払
拭
す
る
た
め
、
宮
古
市

し
ょ
く

ふ
っか

ら
の
受
け
入
れ
決
定
後

は
、
都
環
境
整
備
公
社
の
職

員
が
現
地
に
常
駐
。
技
術
指

導
や
管
理
に
あ
た
る
。

　
こ
う
し
た
２
重
、
３
重
の

管
理
体
制
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
広
が
ら
な
い
広
域
処

理
。
環
境
省
で
は
受
け
入
れ

自
治
体
の
拡
大
を
目
指
し
、

月
中
旬
に
は
、
都
が
受
け

入
れ
て
い
る
宮
古
市
の
が
れ

き
処
理
現
場
を
全
国
の
自
治

体
担
当
者
に
公
開
。
今
後
の

対
応
に
期
待
を
寄
せ
る
。

水
産
業
の
復
旧

　
「
が
れ
き
の
処
理
は
一
向

に
進
ん
で
お
ら
ず
、
ま
た
地

盤
沈
下
し
た
港
湾
施
設
は
水

没
し
た
状
態
が
続
い
て
い

る
。
今
後
は
学
校
や
病
院
、

福
祉
施
設
を
再
建
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
建
設
地
の
選
定

が
難
し
く
、
め
ど
が
立
っ
て

い
な
い
」
―
。

　
こ
う
指
摘
す
る
の
は
、
地

域
経
済
に
詳
し
い
日
本
政
策

投
資
銀
行
参
事
役
の
藻
谷
浩

介
氏
。
と
り
わ
け
、
産
業
復

興
の
中
で
も
遅
れ
て
い
る
の

が
水
産
業
の
復
旧
だ
。
２
０

０
社
も
の
水
産
加
工
業
者
が

被
災
し
た
宮
城
県
石
巻
市
に

と
っ
て
、
石
巻
漁
港
で
水
揚

げ
し
た
新
鮮
な
魚
介
類
を
加

工
し
全
国
に
出
荷
す
る
水
産

加
工
業
は
、
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
。
し
か
し
、
水
産
加

工
団
地
は
市
の
中
心
部
を
流

れ
る
旧
北
上
川
河
口
に
広
が

る
た
め
、
団
地
内
に
は
津
波

の
直
撃
を
受
け
た
ま
ま
の
建

物
が
依
然
残
り
、
地
震
で
地

盤
沈
下
し
た
道
路
は
修
復
が

進
ん
で
い
な
い
箇
所
も
多

い
。

　
水
産
加
工
団
地
の
復
旧
の

遅
れ
は
、
地
盤
整
備
の
方
針

を
示
す
行
政
の
復
興
計
画
が

定
ま
ら
な
い
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
い
う
。
た
だ
、
こ
う

し
た
厳
し
い
環
境
下
で
も
操

業
再
開
の
動
き
が
わ
ず
か
な

が
ら
も
現
れ
始
め
て
い
る
。

　
山
田
水
産

大
分
県
佐
伯

市

は
、
サ
ン
マ
や
イ
ワ
シ

を
加
工
す
る
石
巻
事
業
所
を

９
月
に
再
開
。
「
築
地
銀
だ

こ
」
で
知
ら
れ
る
た
こ
焼
き

チ
ェ
ー
ン
を
運
営
す
る
ホ
ッ

ト
ラ
ン
ド

群
馬
県
桐
生

市

は
、
石
巻
市
へ
の
本
社

移
転
を
決
定
。

年
度
中
に

は
水
産
加
工
団
地
内
に
タ
コ

加
工
工
場
を
新
設
す
る
計
画

で
、
現
地
で
は
期
待
が
広
が

っ
て
い
る
。

　
本
格
復
興
を
目
的
と
し
た

第
３
次
補
正
予
算
へ
の
地
元

の
期
待
は
大
き
い
。
石
巻
商

工
会
議
所
の
浅
野
亨
会
頭
は

「
海
と

津
波
が
さ
か
の
ぼ

っ
て
き
た

川
に
や
ら
れ
た

石
巻
だ
が
、
や
は
り
海
と
川

を
利
用
し
た
産
業
再
生
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
話
し
て
い
る
。


